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＜連絡事項＞
・南病棟でのインフルエンザ発生に伴い1/13から午後の作業療法は古川OTに変更となる為、周知してください。

＜入室状況＞
【転出】
・四戸　多美子様～東病棟Bユニット1号室→西病棟Bユニット23号室
【転入】
・小向　栄子様～西病棟Aユニット51号室→東病棟Dユニット18号室

＜患者様連絡事項＞
・田名部　熊造様～主治医にレントゲンの結果を確認して頂いている。結果、右大腿骨転子部骨折の診断あり。年齢や精神状態から保存療法を行っていくこととなる。湿布の処方・疼痛時のIFオーダーを頂いている。また、その旨を家族に連絡するように指示あり。その旨家族に説明し了承して頂いている。

・正木　なおみ様～本人から外泊希望あり。1/16 10:00～1/18 16:00、1/31 10:00～2/1 16:00で外泊申請を出している。
・針田　秀明様～アンモニア高値の為、本日からラグノスＮＦ経口ゼリーが開始となる。

・長浜　厚子様～主治医から面談の調整指示あり。夫様に連絡し1/14　15：30で調整している。特診予約済み。

[bookmark: _GoBack]・八幡　敏子様～主治医に食事摂取状況を報告し南病棟への転出可の指示あり。主治医面談については移動後の様子を見てからになるが当初の予定通り1/19の週に三男様に連絡し日程調整を行っていく事となる。その際には経口摂取開始からの経過や今後についてｹｱﾏﾈを交えて説明していくこととなる。その旨を家族にも説明するように指示あり。家族にその旨を伝えている。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。自室内奇声をあげ脱衣行為や徘徊繰りかえし落ち着きのなさあり。開放観察見送っている。危険行動なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。妄想言動なくスタッフへ礼節保てている。自室内危険行動や不穏さなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。不穏、興奮なし。スタッフによって態度の変化あり。拘束部位の循環障害、皮膚トラブルはない。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・磯嶋　茜様～終日隔離中。対面時穏やかで、自室内危険行動や粗暴性なく臥床し経過する。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・苫米地　ひかる様～終日隔離中。10時～16時の開放観察指示あり。気分高揚さあるが、適度に他患交流され他患トラブルや奇異行動なく経過する。不穏興奮なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・三浦　華菜様～身体拘束中。介助にて食事全量摂取。拘束帯すり抜けや危険行動なし。拘束部位皮膚・循環障害なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長浜　厚子様～身体拘束中。バイタルサイン異常なし。訪室の度に操作的、自己中心的言動多く聞かれている。嘔気・嘔吐なく経管栄養終了。拘束部位トラブルなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜村上Dr診察情報＞
・上野　淳子様～処方・その他指示変更なし。心電図モニター外すよう指示あり。FT３　1.82 Lで依然低値。次回臨時処方からチラージン　０．５Tに増量となる。

・岩舘　俊治様～処方・その他指示変更なし。退院支援勧めるよう指示あり。

その他の患者様に処方・指示の変更なし。
